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生成AIによる問題生成を用いたみだりな

記事拡散防止システムの開発



背景

•インターネットの普及による偽情報・誤情報の蔓延

•特に記事はタイトルの誇張（クリックベイト）によって
内容理解が十分でないままみだりに拡散されてしまうことがある

•情報拡散者が法的責任を問われる可能性
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本研究における用語の定義

•偽情報
→記事そのものが虚偽

•誤情報
→記事そのものは虚偽ではないが誤解を招く記事

•クリックベイト
→誇張されたタイトルや、本文の内容を適切に反映していない
タイトル
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システムの画面(1/2)
記事によると、日枝久取締役相談役はフジテレ
ビとフジ・メディア・ホールディングスの代表

を辞任することを発表した。
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システムの画面(2/2)



システムの構成図(1/2)
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Web上のニュース記事

スクレイピング
OpenAI API

（gpt-4o、gpt-5）

SQLite

◯✕問題、警告

スクレイピング…Webサイト上の情報を抽出する技術



システムの構成図(2/2)
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クライアント サーバ

リクエスト

レスポンス

Webブラウザ
Flask SQLite

ユーザ（閲覧者）



評価方法

• 同研究室の学生15名を被験者として実施

• 被験者に4つの記事の拡散を判断させる

• 被験者は二分

• ◯✕問題有、警告有

• ◯✕問題無、警告無
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高 低

高＝クリックベイト性の高い記事 低＝クリックベイト性の低い記事

高低

拡散を判断



評価結果(1/2)
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記事番号1、4がクリックベイト性の高い記事
記事番号2、3がクリックベイト性の低い記事

青：◯✕問題有、警告有 赤：◯✕問題無、警告無



評価結果(2/2)
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このシステムによって
誤情報を拡散しないよう

抑制できる

記事中の警告は
拡散の判断に使えた

どちらも肯定的評価
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